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Ａ環境面
活動スペース、職員の配置に対して、適切との意見が多かった。
Ｂ児童への支援内容
業務への理解を深めるためにより研修等を受講したい、という声があった。活動プログラムには独自性・多様性に配慮し工夫して行えているとの意見が多かった。
Ｃ関係機関との連携
コロナ等の懸念もあり交流については否定的な意見もあった。学校等との連携については見学などを通して関係強化に取り組めているとの意見が多かった。
Ｄ保護者への説明責任・信頼関係
連絡帳、面談、問い合わせなどを通じて保護者と情報共有、信頼関係の構築が出来ている、との意見が多かった。
Ｅ非常対応
定期的な非常時訓練を行い、必要に応じてマニュアルの見直しを行っている。


Ａ環境面
活動スペースについては改善を求める声はなかった。職員の状況についてはどちらともいえない、の答えがあった。
Ｂ児童への支援内容
活動プログラム、支援計画については満足している声が聞かれた。園外への施設、子供との交流はどちらともいえない、の答えが多かった。コロナの観点から不必要という意見もあった。
Ｃ事業所からの情報発信
面談、連絡帳での報告が評価されていた。会報、HPでの情報発信にたいしてどちらともいえない、の答えがあった。
Ｄ非常対応
緊急時対応、非常災害の対応のマニュアル等に対してどちらともいえない、の答えがあった。
職員による自己評価
保護者による評価














	事業所内での分析

【共通点】
　・プログラム、連絡帳・面談による情報共有に対して満足している意見が職員、保護者からでており、園での活動内容、情報共有・信頼関係の構築は評価されている、と考えられる。

【相違点】
　・職員の配置、非常時対応に対して職員と保護者でズレがあった。説明が不足していると思われる。保護者に対しての情報発信を増やし、園の体制、訓練の日程など伝えていきたい。









	分析 ・ 検討してみて…


・園のスタッフの体制、非常時の対応など、説明不足なところがある。


・日々のプログラムの独自・多様性、支援計画の内容、保護者との情報共有・信頼関係の構築。

事業所の改善点
事業所の強み


・季節ごとにご家庭に向け、在籍スタッフの紹介、行事の予定のお手紙をつくり、情報発信を増やしていきたい。
事業所の改善への取り組み




～自己評価を行っての事業所としての感想など～
保護者からもプログラムを評価していただけたのは、とても励みになる。これからもこども達が安心して安全に楽しむことが出来るレクリエーションを考えていきたい。情報発信は当園では不足していた部分だと思うので、注力していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　　　よこはまことり園　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者　　　　水谷　　飛鳥　　　　　　
